
IAI日本　構造分科会

2010.8.26　【IAI日本】分科会技術セミナー

活動目的

構造分野でのIFCの普及展開

国内構造分野・建設異分野の情報共有の推進

建築構造分野のCAD、ITに関する情報収集

活動メンバー数 2０名程度

活動体制
リーダー、サブリーダー

開発面では技術検討分科会の支援を仰ぐ。

定期会議予定 1回／月（第2水曜）
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リーダー： 鹿島　孝（竹中工務店）

サブリーダー： 千葉　　貴史（建築ピボット）

メンバー： 足達　嘉信（セコム） 阿部　潔（ソフトウエアセンター）

（五十音順） 安藤　靖人（構造計画研究所） 宇佐美　祐人（構造計画研究所）

梅村　美孝（安藤建設） 大川　芳邦（福井コンピュータ）

大越 潤（大成建設） 大津　聡（清水建設）

川畑　徹（大林組） 近藤　伸一（オートデスク）

瀬戸　隆之（構造計画研究所） 武田　真（大成建設）

ドナルド・ウング（オートデスク） 福島　泰之 （フジタ）

八坂　文子（鹿島建設） 安井　英典（福井コンピュータ）

吉田　健一（竹中工務店）

3

1997

1998

1999

2000

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008
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2010

鉄筋コンクリート造モデル（ST-2）の開発

鉄筋コンクリート造モデル（ST-2）の実装

IFC2x3リリース

実証実験

ST-Bridgeの開発

日本アグリメント提案

国際化のための調整
・通り心を用いた部材位置表現の提案
・鉄筋個別表現と部材断面表現の併用

日本国内での利用における問題提起
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IfcColumn fcRelDefinesByProperties

IfcReinforcementDefinitionProperties

IfcSectionReinforcementProperties
部材長方向の範囲，水平方向の範囲
鉄筋用途（主筋/せん断補強筋･･･）

IfcSectionProperties
等断面か変断面か

始端形状
終端形状

IfcReinforcementBarProperties
鉄筋の合計面積，鉄筋強度仕様，

異形か丸鋼か，鉄筋有効高さ，
鉄筋径，本数

(1:n)

(1:n)

Pset_ReinforcementBarPitchOfCoulmn
ピッチ

部材断面仕様

建築モデルの柱・梁等
のオブジェクトを共用

主筋・せん断補強筋
などの用途と、
鉄筋径×本数
（またはピッチ）
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個別詳細仕様

鉄筋の１本１本
（またはその集合）
を建築オブジェクト
と同等に位置付け、
自由な幾何形状が
表現可能

IfcRoot Industry Foundation Classes
IFC2x Edition 3

IfcYyy

IfcXxx

New Object

Existing Object

Notes:

IfcObject

IfcProduct

IfcElement

IfcBuildingElement

IfcBeam IfcColumn IfcSlab IfcWall IfcFooting IfcPile

IfcBuilding
ElementComponent

IfcReinforcingElement

IfcReinforcingBar IfcReinforcingMesh IfcTendon IfcTendonAnchor
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IFC data

3D object CAD system
(Architecture)

Export

Pick up the 
Structural Member 

Add and Edit 
RC Information 

IFC-ST2 Library

IFCsvr ActiveX Component

Experimental program by Excel VBA

©SECOM Co., Ltd

IFC data

3D object CAD system
(Architecture)

Export

Pick up the 
Structural Member 

Add and Edit 
RC Information 

IFC-ST2 Library

IFCsvr ActiveX Component

Experimental program by Excel VBA

©SECOM Co., Ltd

実験ストーリー

ArchiCADからエクス
ポートしたIFCデータ
をExcel/VBAで読込
み部材リストを表示

部材リスト上で配筋
情報を編集してIFCデー
タを更新する
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階 部材 符号 位置
X Y Z Dx Dy 総本数 X本数 Y本数 ピッチ

1段 2段 1段 2段 (mm)
始端 7170 18830 -1200 4 0 D 25 4 0 D 25 12 2 2 D 13 100

基礎 C C001 500 500
終端 7170 18830 0 4 0 D 25 4 0 D 25 12 2 2 D 13 100
始端 7170 9170 -1200 4 0 D 25 4 0 D 25 12 2 2 D 13 100

基礎 C C002 500 500
終端 7170 9170 0 4 0 D 25 4 0 D 25 12 2 2 D 13 100
始端 16830 18830 -1200 4 0 D 25 4 0 D 25 12 2 2 D 13 100

基礎 C C005 500 500
終端 16830 18830 0 4 0 D 25 4 0 D 25 12 2 2 D 13 100
始端 16830 9170 -1200 4 0 D 25 4 0 D 25 12 2 2 D 13 100

基礎 C C004 500 500
終端 16830 9170 0 4 0 D 25 4 0 D 25 12 2 2 D 13 100
始端 12000 18830 -1200 4 0 D 25 4 0 D 25 12 2 2 D 13 100

基礎 C C006 500 500
終端 12000 18830 0 4 0 D 25 4 0 D 25 12 2 2 D 13 100
始端 12000 9170 -1200 4 0 D 25 4 0 D 25 12 2 2 D 13 100

基礎 C C007 500 500
終端 12000 9170 0 4 0 D 25 4 0 D 25 12 2 2 D 13 100

径X本数 X主筋径 Y本数 Y主筋径

IFCsvr.R300 Object SectionE Arch Pivot Co., Ltd.

座標(mm） コンクリート形状(mm） スターラップ主筋

Read IFC file D:\My Documents\IAI構造\2005実証実験\TEST\060216_TOFU_IFC_2X2.ifc
Write IFC file D:\My Documents\IAI構造\2005実証実験\TEST\061017_TOFU_IFC_2X2.ifc

Read Write sort

柱
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オブジェクトの単位

意匠と構造ではオブジェク
トの単位が異なる

現状、分野間のオブジェク
ト関係をサポートしたCAD
ソフトは存在しない

モデリング・ガイドラインモデリング・ガイドライン
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鉄筋種類の表現

IFCには大分類しか定義さ
れておらず、日本的な詳細
な分類を表現できない

部材断面の表現

IfcArbitraryClosedProfileD
ef（任意形状）では構造断
面として認識できない

ＩＦＣの鉄筋用途

日本での鉄筋用途（柱）

IFCと日本国内仕様の両立IFCと日本国内仕様の両立
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国内の構造分野でIFC利用が進まない原因・・・

ST-BridgeST-Bridge
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ST-BridgeST-Bridge IFCIFCコンバータ
一貫構造
計算ソフト

一貫構造
計算ソフト

構造解析
プログラム

構造解析
プログラム

構造図
作成ソフト

構造図
作成ソフト

建築3次元
CADソフト

建築3次元
CADソフト

設備3次元
CADソフト

設備3次元
CADソフト

躯体積算
ソフト

躯体積算
ソフト

構造3次元
CADソフト

構造3次元
CADソフト
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ST-Bridgeは最終的には建築構造設計に関するあらゆる情報を扱い、
構造系アプリケーション間の連携だけでなく、建築・設備CADソフト間
とのデータ交換を実現することを目標としているが、
当面は建物形状に重点をおいて下記の適用範囲とする。
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以下は当面適用範囲外

部材の位置について

ワイヤーフレー
ム＋平行移動

ワイヤーフレー
ム＋平行移動

複雑な形状は
IfcXML

複雑な形状は
IfcXML

ワイヤーフレームでは簡易過ぎ、IFCでは詳細過ぎる

部材の配置は節点を介して定義し、部分的な平行移動は
許容する

主要な一貫構造計算プログラムの適用範囲

80%の建物をカバーし自重計算に大きなオチがない

IfcXMLのRepresentationをそのまま使用する

3次元CADソフトで定義した複雑な形状を欠落させない
（ただし、ST-Bridge上では更新できない）
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20112011年年20102010年年

ファイル形式

部材位置定義

部材形状定義

RC造断面定義

ドキュメント化

S造断面定義

その他の定義

ドキュメント完成

IFCとST-Bridge
のマッピング

未定義部分の
Pset化

双方向変換

構造解析
（RESP-D）

構造図作成
（SIRCAD)
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